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【目的】オトギリソウ科 Mammea siamensis はタイなど湿気の多い熱帯地域に広く
分布する常緑性の高木で,伝統生薬として花は心臓強壮に用いられている．本植物
に含まれるクマリン類が細胞毒性や抗がん活性を示すという報告があることか
ら， 1)当研究室においても M. siamensis の成分検索を行い,数多くのクマリン類
を単離・構造決定してきた．2)今回さらに検索を行い,新規クマリン類を単離・構
造決定したので報告する． 
【方法】タイの生薬店にて購入した M. siamensis の花部のメタノール抽出物より
得られた n-BuOH 可溶部を各種クロマトグラフィーに付し，新規化合物 1－5 を単
離した．化合物 1－5は 1D 及び 2D NMR などの各種スペクトルデータの詳細な解析
により図のような構造と決定した．また化合物 4と 5は 1H-NMR スペクトルのカッ
プリングコンスタントより化合物 4をシス体，化合物 5をトランス体と決定した． 
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